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KAKEHASHI プロジェクト（招へいプログラム）  

（対象国：カナダ,高校生第 1陣）の記録 

 

１．プログラム概要 

「対日理解促進交流プログラム」の一環として、カナダより日本に関心を有する高校生

25 名が来日し、日本の社会、歴史及び外交政策に関する理解促進や、日本の魅力等の

積極的な発信を目指し、平成 27年 10 月 9 日から 10 月 16 日までの 7泊 8日の日程でプ

ログラムを実施しました。 

 

２．参加国・人数 

カナダ 25名 

 

３．訪問地 

東京都、福岡県 

 

４．日程    

10 月 9 日（金）  成田国際空港より入国 

10 月 10 日（土） 来日時オリエンテーション 

【日本の外交政策に関する講義】外務省北米局 

東京都から福岡県への移動 

10 月 11 日（日）【歴史的建造物視察】太宰府天満宮・光明禅寺  

【伝統文化体験】木うそ絵付け体験 

ホームステイ対面式 

10 月 12 日（月）ホームステイ、ホームステイ歓送会 

10 月 13 日（火）【地方自治体表敬】福岡市 

【伝統文化体験】大濠公園能楽堂 能楽・狂言体験 

【学校交流】福岡県立福岡高等学校 

10 月 14 日（水）ワークショップ（報告会準備）、福岡県から東京都への移動 

10 月 15 日（木）【視察】在京カナダ大使館 

        報告会（於：外務省）、【歴史的建造物視察】浅草 

10 月 16 日（金）【都内視察】 原宿・明治神宮 

        成田国際空港より出国 
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５．Kakehashi Project プログラム記録写真  

カナダ高校生第 1陣訪日団の記録 

  

10 月 10 日  来日オリエンテーション 

（東京都） 

10 月 11 日【文化】木うそ絵付け体験 

（福岡県） 

  
10 月 13 日【歴史】能楽体験（福岡県） 10 月 13 日 【学校交流】福岡高校（福岡県） 

  

10 月 15 日 【視察】在日カナダ大使館（東

京都） 
10 月 15 日 報告会（東京都） 
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10 月 15 日 【歴史】浅草（東京都） 10 月 16 日 【都内視察】明治神宮・原宿（東

京都） 

 

６．参加者の感想   

 

◆ カナダ 高校生 

 日本の人々は優しい人達ばかりでした。学校訪問やホームステイでは生徒たちは大変親切で

社交的であり、彼らの規律正しさに感銘しました。 プレゼンテーション、ワークショップ、討議に出

席したのですが、よく準備されて洗練されたものでした。学校訪問及びホームステイなど特に共有

していきたいです。学校では大変敬意をもって歓迎され、温かい心で私たちのたどたどしい日本

語を理解してもらい、素晴らしい経験でした。このプロジェクトの中で最もよかったと思います。 

また、日本文化について学べたことも楽しかったです。太宰府天満宮や狂言の舞は文化をよく理

解できとても面白かったです。舞台の上で狂言の表現法を学び能、狂言に新たな関心を抱きまし

た。日本の神道の神に参拝でき興味深く思いました。そして、私は仏教徒ですが異なる慣習があ

ることを知りました。 

 

◆ カナダ 高校生 

 私が最も感銘を受けたことは福岡高校の生徒と共にホームステイできたことです。滞在中日本

の様々な料理を楽しみました。多くの食事が発酵されていて、様々な料理に使用されていることを

知りました。また食事後、食事中お茶をよく飲むことがわかりました。日本人は大変礼儀正しく好

意的で特に学校ではエネルギーにあふれています。カナダの高校よりも日本の高校の方がクラブ

活動が多いことも知りました。この経験は大変有意義だったので、友人家族にソーシャルメディア

や言葉で伝えていきたいです。 

 

◆ カナダ 高校生 

 日本の社会的品行に感銘を受けました。かかわりのあった日本人はやさしく親切で、日本の

方々は献身的に微笑みと共に歓迎してくれました。学校訪問で出会った学生はとても勤勉で、応

援団のパフォーマンス素晴らしく、きっとよく練習されたことと思います。この日本の勤勉さは学校

のみだけではなく、福岡また日本全土にあると思います。まず日本に到着して気づいたことは町

の全てがきれいで効率がよいということです。町の通りにゴミはなく、日本の家は小さいけれども
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整頓されていてインテリアは美しく、効率よくできています。ホームステイではホストファミリーはや

さしく接してくれました。日本語には四苦八苦しましたが我慢強く助けてくれました。布団は驚くほ

ど心地よく、ホームステイの滞在が最もよく眠れたと思います。日本滞在は何から何まで素晴らし

い経験でした。ホームステイ、福岡高等学校訪問、美しい神社、緑の経験を必ず伝えたいと思い

ます。また日本の食事も忘れることはありません。 

 

７．参加者の報告会・帰国後の発信内容 

  

スキットで学びを報告 ニュース番組を真似てインタビュー 

 

Plan: Japanese Club 

A group to discuss Japan and improve our 

Japanese speaking skills.  Anyone can 

join, including the participants of 

Kakehashi.  The group will apply to make 

a club at Harry Ainlay High, advertise 

the club, and organize meetings to 

spread our knowledge. 

 

Kakehashi ダンスを披露 アクションプラン 

  

YouTube 発信 Instagram 発信 

 


